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校長  引 地 宙 志  

 

最近、いじめのニュースが少なくなりました。「いじめは減少したのかな？」と思いますが、令和３

年度は約６１万件と過去最高となっており、実際は増加傾向しています。意外に思うかもしれませんが

そのうち約５０万件が小学校で起こっております。 

近年、いじめの定義が幅広くなってきたこともありますが、小学生は自分の感情を上手に表現できな

かったり、友達が欲しくてもどのようにして接したらいいのかわからなかったり、日常的な不満やスト

レスの解消について適切な方法を見出せなかったりすることが原因と言われています。 

では、いじめをなくすためにはどうしたらよいのでしょうか。 

まず、「いじめは人としてやってはいけない、ゆるされない」ことを学校だけでなく、保護者、地域、

社会全体が訴え続けることだと思います。よく「いじめられたらいじめ返せ。」「たたかれたらたたき

返せ。」という方がいらっしゃいます。でもそれは、「力による解決＝いじめの肯定」ではないのでし

ょうか。当然いじめを受けた側が「いじめをやめてほしい」と言うべきですが、いじめにいじめを返せ

ばそれは永遠に解決できないでしょう。 

次に大事なことは、いじめを受けたことを誰かに相談することです。先ほど書いたとおり「いじめを

やめてほしい」と言うべきと書きましたが、これはなかなかできることではありません。 

一番大事なのは、誰かに相談することです。友達、家族、学校、担任、あるいは、人権擁護機関に相

談することも良いと思います。職員室の前にある「子どもの人権 SOSミニレター」もそのひとつです。

もし、子どもたちになにか気 

になることがありましたらど 

うか学校へ相談をお願いしま 

す。 

「いじめはあってあたりま 

え」「一番だめなのはいじめ 

を肯定すること」「いじめに 

あったらすぐ誰かに相談」を 

肝に銘じ、学校も真摯な態度 

でいじめに向かっていきたい 

と思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 予 定 

１ 日 ノーゲームデー 

２ 月 全校朝会 

３ 火 学芸会係 フッ化物洗口 

４ 水 
3時間授業（給食あり） 

南部地区研究大会（2年生公開授業） 

９ 月 スポーツの日 

10 火 学芸会係 フッ化物洗口 

11 水 学芸会 児童公開日 

13 金 学芸会係 前日準備 

14 土 学芸会 

15 日 ノーゲームデー 

16 月 振替休業日 

17 火 学芸会後片付け  

18 水 チャレンジタイム 

19 木 後期児童総会 

20 金 ALT 二計測 

23 月 視力検査（１・３・６年） 

24 火 ALT フッ化物洗口 

25 水 チャレンジタイム 職員会議 

26 木 視力検査（２・４・５年） 委員会 

27 金 ALT 

28 土 土曜授業 小中学生作品展（～11/10） 

30  月 教育相談 5時間授業 

31 火 教育相談 5時間授業 ALT 

 

【１０月の行事予定】 

 

 

 今年度の学芸会は１０月１４日（土）に開催いたします。保

護者の皆様には観覧のご案内を配付いたしましたが、再度、２

点ご連絡いたします。 

 ①観覧の制限はありません。どなたでもご覧いただけます。

ただし、児童については、観覧は児童公開日のみとし、学

芸会の日に他の学年の演目を見ることはできません。 

 ②観覧席は、前方に学年優先席を設け、その場所について

は、その学年の保護者等が座ることを優先します。 

 

 ８月３１日は「南富良野町防災の日」。それに伴い南富良野小では、９月に低・中・高学年でそれぞれ

３回の防災学習に取り組みました。低学年では、南富良野町の過去の水害や避難するときにどうすれば

よいのかを考えました。靴を履く、季節に応じた服を着るなどよく考えられました。実際の防災グッズも

見せてもらい、より意識を高めることができました。中学年では、災害に向けどんな備えが必要か、避難

した時の疑似体験（1畳ほどのマットの上で過ごしてみる）を行いました。マットは意外に広いけど荷物

を置いたりしたら狭いかもなどと、考えが深められたようです。高学年では、避難所の様子や運営につい

て学び、最後は避難所運営のカードゲーム「Doはぐ」を行いました。避難所運営は多岐について考えな

ければならず、スピード感も求められるなど、運営の難しさを改めて感じていたようでした。 

 ここまで学習を深められているのは南富良野町の特徴です。災害は起こらないのが一番良いのですが、

もしも起こった際には、この経験をぜひ生かしてもらいたいと思います。 

 

 

 １０月４日（水）の午後は「上教研南部地区大会（教員の研修会）」のため、２年生以外の児童は、 

１１:０５から給食準備をし、１１：５０下校となります。２年生は、５時間目（１３：００～１３：４

５）の授業を他校の先生方に参観していただくため、１３：５５下校となります。 

 

 ９月２５日の週に、学年ごとに南富良野西小学校と集合

学習を行いました。集合学習と言っても１回目の様に一堂

に会するのではなく、コンピュータを用いての画面越しの

集合です。コロナ禍の影響もあって、オンラインでの授業

に子どもたちは慣れています。画面越しではあっても、夏

の思い出についてお互いの発表を聞き合ったり、テーマに

ついて話し合ったりして、 

一緒に楽しく授業を進め 

ることができました。 

 距離が離れている 2校 

ですが、今後も交流を深 

められればと思います。 


